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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月1日(2019.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　磁気ユニットは、水循環路内を流通する水の内部に該水の流通方向と垂直な磁場を形成
する。このような磁場が形成されることによって、水の性質が変化することが知られてい
る。すなわち、水には、例えばＣａ２＋、Ｍｇ２＋、ＣＯ３

２－等のプラスイオン、マイ
ナスイオン（帯電性物質）が含まれるため、磁気ユニットによって形成される磁場を水が
横切る際に電子励起作用が生じ、これによって水分子が細分化される。また、磁場を水が
横切る際に生じるローレンツ力によって、水分子同士の結合が外れ、水の集団構造が小さ
くなる。このため、水の粘性が低下して水の浸透性、水の溶解性が向上し、表面張力が低
下する。また、磁気処理によってｐＨ値が変化するものの、わずかであるため、比較的簡
単に水槽内の水を弱酸性に維持することができる。なお、本発明者の実験によると、磁気
処理による水のｐＨ値の変動は０．４～１．０程度であった。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　なお、紫外線照射量が多いほど殺菌作用は強くなる。また、細菌の種類（菌種）によっ
て、有効な殺菌作用が得られる紫外線照射量が異なる。したがって、水循環路内を流通す
る水の流量（L/min）に応じて、また、水に含まれる細菌の種類に応じて、紫外線の照射
量を決定すると良い。
　例えば、大腸菌、枯草菌、青カビを９９．９９％死滅（不活性化）させるために必要な
紫外線照射量はそれぞれ9000μW・sec/cm2、21300μW・sec/cm2、36000μW・sec/cm2とさ
れている。したがって、これらの細菌が水に含まれる場合は、青カビを死滅させることが
できるように、紫外線照射量を決定することにより、大腸菌及び枯草菌も死滅させること
ができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　濾過装置は、水に含まれる不要成分を除去するために設置される。水に含まれる不要成
分としては、オフセット印刷機で使用される油性インキや水槽内に混入した埃、水槽の内
壁に付着している水垢、細菌の死骸等が挙げられる。したがって、濾過装置には、これら
の不要成分を除去することができるフィルターや吸着材を使用すると良い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　以下、本発明の具体的な実施例について、図面を参照しつつ説明する。
［第１実施例］
　図１は、本発明の第１実施例に係るオフセット印刷用湿し水供給システムの全体構成を
示している。同図に示すように、オフセット印刷用湿し水供給システム１（以下、水供給
システム１という）は、大きく分けて本体部１００と湿し水処理部２００とから構成され
ている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　上述した要素の他、本体部１００は、水槽１１０内の排水管１４７の下端部に配置され
た攪拌機１８０、水槽１１０内の水の温度を検出する温度センサ１８１、水のｐＨ値を検
出するｐＨ電極１８２、水槽１１０内の水位を検出する水位電極１８３を備えている。さ
らに、水槽１１０の右側壁部に形成された、水槽１１０内の水が所定の水位を超えたとき
にその超過分を排出するための開口１８４、水槽１１０の底部に形成された排水口１８５
、前記開口１８４及び排水口１８５に接続された排水路１８６、１８７、排水路１８７に
取り付けられたバルブ１８８等を備えている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
［湿し水処理部］
　湿し水処理部２００は、入口側端部が水槽１１０の底部に接続され、出口側端部が水槽
１１０の左側壁部に接続された水循環路２１０と、水循環路２１０の入口側端部から出口
側端部に向かって順に設けられた循環ポンプ２２０、濾過装置２３０、磁気ユニット２４
０、及び紫外線照射装置（以下「ＵＶ装置」という）２５０とを備えている。また、湿し
水処理部２００は、水循環路２１０の入口側端部及び出口側端部の近傍にそれぞれ設けら
れたバルブ２６０、２６１、循環ポンプ２２０とろ過装置２３０の間の水循環路２１０に
設けられたバルブ２６２、濾過装置２３０と磁気ユニット２４０との間の水循環路２１０
に設けられた流量調整バルブ２６３及び流量計２６４、磁気ユニット２４０とＵＶ装置２
５０の間の水循環路２１０から分岐された排水路２６５、排水路２６５に取り付けられた
バルブ２６６を備えている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　また、給水路１２０を通じて原水が水槽１１０内に供給され、エッチ液タンク３００内
のエッチ液がエッチ液供給路１６０を通じて水槽１１０内に供給される。さらに、循環ポ
ンプ２２０によって水槽１１０内の水が水槽１１０と湿し水処理部２００の間を循環し、
その間に、濾過装置２３０によって水に含まれる不要成分が除去され、磁気ユニット２４
０によって水のクラスターが細分化され、表面張力の低下やｐＨ値の維持等、オフセット
印刷に適正な性質の水とされ、ＵＶ装置２５０によって水に含まれる細菌等が死滅される
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
＜実験２：ｐＨ値及びＯＲＰ値の変動＞　
＜１．実験方法＞
　上述した実施例の水供給システム１の運転時における、水槽１１０内の水のｐＨ値及び
ＯＲＰ値（酸化還元電位）の変化を調べた。また、比較例として、上述した特許文献１に
記載の湿し水供給システムで用いられている光触媒装置を湿し水処理部２００に付加した
システム（比較例システム）を構成し、この比較例システムの運転時における、水槽１１
０内の水のｐＨ値及びＯＲＰ（酸化還元電位）値の変化も調べた。なお、実際の運転時と
同じ運転条件にするため、実施例及び比較例のいずれのシステムも、水槽内の湿し水をオ
フセット印刷機に供給すると共に、オフセット印刷機から湿し水の余剰分を回収して実験
を行った。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
濾過装置
　装置本体：内部に長さが500mmのフィルターを5本装着可能なハウジング（ベッセル）を
２個内蔵（一次ハウジング及び二次ハウジング）
　濾過ポンプ：水槽内の水を一次ハウジング、二次ハウジングの順に流通させる
　一次ハウジング：Ａフィルターを５本装着
　二次ハウジング：Ｂフィルターを３本、Ｃフィルターを２本装着
　Ａフィルター：3μm以上の粗ゴミを除去可能なワインドタイプフィルター（二次ハウジ
ング内のフィルターの目詰まり防止用）
　Ｂフィルター：1μmまでの微細ゴミを除去可能なワインドタイプフィルター
　Ｃフィルター：湿し水内に混入している成分（顔料、インキ油分等）を除去可能な吸着
フィルター
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
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　なお、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、適宜の変更が可能である。
　例えば、水循環路２１０における循環ポンプ２２０、濾過装置２３０、磁気ユニット２
４０、ＵＶ装置２５０の配置は図１、図２に示した例に限らず、例えば磁気ユニットとＵ
Ｖ装置２５０の配置が逆でも良い。また、濾過装置２３０、磁気ユニット２４０、ＵＶ装
置２５０を設置する数は１個に限らず、複数個でも良い。さらに、濾過装置２３０、磁気
ユニット２４０、ＵＶ装置２５０を設置する数は同じでなくても良い。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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